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第8図”宮前鐘坑道図（鉱量計算図）

第9図次郎銅山鉱石蓮搬轍邊系統図

第孝表次郎銅自鉱右手均昂位分析表’

第2表郷鋤鉱礁位と腫
第3表　次郎銅山鉱石完全分析褒

　　　　　　　　　牽　
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第亀4表　次郎銅山鉱量計算表

第5．表次郎銅山各鐘別鉱量一覧表

第6表r次郎銅山品位別鉱量」覧表

第7表・次郎銅山銅・硫黄及び亜錯含有」覧表、

一第．8表　次郎銅山生壼実積表

　　　、隻一以・上一　（1949年3月稿）
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徳島縣名西郡次郎銅山含銅硫化鉄鉱床電氣並磁氣探鉱調査報告や

室　　住　　、正　　義＊

　　　　　　R6sum6、1
　　　　レ丁血eRe撃・rt・ftheEl㏄tric乱land．M鍛．，

　netie　Prospeeting　on‘もKiesl訊geで”

　Deposit　of　the　Jiro　CopPer　Mine，

　　　FTokushima　Pre墨ectur6．　、

　　　　　　　by

塾

　　　　Masayo菖hi　Murozumi
　　　　　　サ　The・reあP・sits、arec・mp。sed。fcupri’

’f6rous　pyrite　in　piabase，th今important

dep・sitsar6called取・andM至ya卑aeve鵬’
To　survey　the　dimensiol〕s　of　theJirovein＆nd

6xan享ine　the－relation　between　the　Jiro　and

th6．Miy段m孕e　vein，weOhave呂pplied．the　S。R

．andR・meth・ds・Wef・unds・meind1ρ亀ti・ns・

si血ce　theダare　se駄mS　due　to　the　existence　of

J丘o　vein，necessit鎮te（1　some　other　prospect－

ings　at　Westem　side　on　Ho．’1　段dit　level　or

more　upper’1eveL　And，alt　nearly’70m　nbrth、

of　the　portal　of　No．1＆dit，wq　found　a　weak

parallel　indication　to　the工iro　vein～therefore，

some　oth6r　prosp3ctings　are　necessary・on
this　positio阜，Witb　r“spe¢㌻’to　the　relation

between　the　Jiro　and　Miyamae’vein，・we
couldぬot－obtain　any　suf五cient　data　fof　the

purpose．　To　asce貢ain　t：he　posSibility　of．

・即gneticmet五〇dfororedepositofthistype』
we　measured　vertical　magnetic　compo気ents

with　Schmidt’s　M段9且etometer　on＄ever段1
traverse　lines　ngar　the　Jiro　vein，　and　ob－

tained　dOar』indi6ations（maxi血um’valu今，
600γ）along　the　Jho’vei血』【So，・we』have

ascert3inedthatthemagn¢隻ic’mサth・d’f・r．

・thi＄VeiniSe丘eCtiVe・・魯．『　〆ノ

　　　　　　要　　　約，
’徳島財鄭銅山の含銅硫化鉄鉱床に対して電気擦鉱法

及び繊気探鉱法による調査を行つえ乙

　電気探鉱においては次郎鐘り賦存瓶態及び同鐘と宮前

鐘との関係を知るため，自然電位法及び比抵抗法を実施

した。その結果次郎鐘の既知部及ぴ延長上に於いて両法

により比鯨的明確な示徴が得られ・一坑水準あるいはそ

の上部を更に西方へ探鉱を進める必要があると思われ

鳥叉その北魏こおv・てほ綱簿砕行に微弱な徴候を

得た。これに対して既知鉱床及び断暦等の事情からも鉱

床落在の可能性が推定されるのさ，弟の附近は更に探鉱

を行う必要があると思われる。次郎鐘と宮前鐘との関係

につV・ては到定に足る費料を得られなかつた。

磁気探鉱において1ま本鉱山の如き鉱床匠対する探査の

可能性を知るため，既知鉱床附近及ぴ電気探鉱にて鉱床

灘雛定し姻近臨いて試験的調査を行つた．そ

の結果前者に対しては最大600γに達する錯直磁力の変

化が認められたが，後者に対しては余り変化を認め鴛な

疹つた・次郎鐘に射しては磁気探鉱法も有効なことがわ、

　　　　　ず　　　　　　　　ノ
かつたので，今回測定を行わなかつた地点に対して，今一

後本法による調査を実施すること『が望ましい。

　　　　　　緒　　蓄
　昭和23年度におけう事業の一・とレて次郎銅山におい

て電気乗び磁気探鉱法による調査を実施した。敢にその

結果を糖銘．漏査に帥て瞠者の外欄趨，

・椥光佑が聯及び蕨雛糊本蹴．小鱗締．．
井』止正文が測量を姜旦当した。

　　　　　　　　　　　　　　　　5・　　　　　　　　　　、
1．．位置及び交遽

汽物理探鉱部

次郎銅山は徳島県名西郡紳領村大字大久保字西大久保．

に在る。同村上角部落の南方約3kmに当り，夫久保部

65一（246）
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ラr　　　　　　　，臼㌧鞠＿＄　．、　　／　。．．［　魁，
　　　　　　　　　、瞥．　　　　巡蛍気

　　　　　　　　　　　　　第必一1図、次郎銅山位置及び地形図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
落まり大久保沢庭澹V・南下すること約・L5kmで達し得　　來との聞の道路を改修Lトラックを通ずれば，蓮搬は頗

る1　，　　　　1㌧　　　　　』　　　　1　　　　　る便和となるげ（第1図参照）ボ

爆市より川又あるい輝姪る姉埆あるい・r・馳形．地駆慮床
は中津部落を通過し，叉トラツクめ往來もある。鉱山と

上郷落との聞闘礁車樋じ得る9みである力躇　本鋤は四購の東部に位煉野間講鰍り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　66一（247）　’　1，／
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紳領村のほぼ中央を南々東に蓮なる標高約600～1000m’

の両系の中央部東側中腹に在るg鉱山附返の地形は第1・

図辱示した如くで・既山系爾中央部より塊高堆大400m

の支嶺がほぼN80。Eの方向匠約209の傾斜で大久保沢・

に短んで居6，この北側及び南側斜面は約45。の傾斜を

有する・この陣に購欄郷超味と鷺られてい

ぞ調査轡の地碗第a3図（鱗）に示蜘く1第臼
1調査区域嫡前記山蹟6南北両側1こ跨り・卑蹟は東方べ

は、20。、内外で傾き・北働は約40。・南側には約500、の1．

傾斜であるが，一部70。塚上に達する個肪もある。一坑・

坑口附近はほとんど表土を欠●き，岩石が露出している。

第2調査区球はジ第1図に示した様に・1前記山嶺のほぼ、

南東斜面に在つて，軍調に南車方に約30。の傾斜を有L

てV・る辱。

　地質及び鉱床に関しては本所菊湛按官の調査があるの

で，詳細はその報告を参照されたい。敢にはその概要を

述べる。．1

　本鉱山附近の地質は古生暦友び火成岩より成る5古生、

層は石斯岩・結晶片岩・襯片岩・磯片岩等よ賊，1

、「り．鉱区のほぼ中央部を東流する一支流の北部に分布．

し，邸W7鍬W物’3伊一7㈹の餉噸斜鮪す’・

る。熾岩として購織岩・輝岩恥一部蛇紋岩傑
れた岩石さあるが，この支流南部の鉱区一帯はほとん誉

輝線岩が占めており，この南方で鉢区に肇して斑糎岩の

分布があり，次郎錘の二坑坑口附近及び年坑坑道内に蛇．

練岩を見る・　　　　　　　　『　　．・．一

　．鉱床は輝線岩中に．胚胎された含銅硫化鎌鉱床で，母岩

は動力変質を受けす片理妖を呈すること費南り，ほぼN

60。～80Q写，80。ん85。Sの走向傾雑有して略9鯨』

　　　　　　　　　　　　　　　　ぺしも㌃の片理に沿つてシほぼ同じ走向傾斜で胚胎ざ胞てV、・

る。現在迄に鄭られている主な鉱床は次郎鐘・宮前鐘と

呼ばれ乏そのうち家郎鐘は本鉱忠鉱犀の主体をなすも　．

のであつて，鍾幅は1～L与m，「落し」の方向は大休．

ρ

2a

⑳

εo

砧o

ごの

アウオ．・一キケ・サ●λソチテ、ナ

『〕N60。E，50。SEである。宮前鐘は次郎鑓iの勅にあつ七

極めて多くの小断暦により小区分されて居り，1鐘幅は・

0．7～0。8m・程度1であるが，詳細は不：明である。

3．電氣及び磁鼠探鉱
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1第、4図

皇．． 50　．

　1）電藁探鉱　　　　　　　　・　　一　　・　　・1

　〔調査目的〕F・

．，本鉱山り主な鉱体をなす次郎鐘は其走向・、傾斜はほぼ1．

60～80。豆，80～85。Sであるが，この鉱依の賦存瓶態を・，

調査する目的で第1調査区域を設1遣しら：叉，同鐘と宮前鐘

と嘆係翻査する醐で第潮査区魔設塵紡
商区域において電気探鉱を実施した。

｛調査方法〕

　第1調葦区域　　　　　．　　．　　、ノ

　本区域に於V・ては20m間隔に長さ100mの測線を

16本，各測線上醇5血毎に測点を殺置しとれら測線嘩，L一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ測点には第3図（省略）に示す如く記号免番号ゑ付したρ一

吏に30，40吸醐旅はケ」燗に5mに毎・50、級

上には全線に亘り10m毎に測点を毅けた。

、本区域で実施した電気探鉱法ほ自然電位法及び比揖抗

　　　　　　ノ法であつて，、自然零位法匠痢“ては区域内斧」・定轟（シ50．．、

附近〉を基準としζれと各測点ξの間の電位差を測定し1

てその結果を（第4図、）・自然電位分布図に示した5比抵　［

抗法においては測線と直舶方向に電極を鄭列して酉極法一

及び二極法により水雫探査を行9た。電極間隔（a）を西

極法におい琳2・mシニ極法においてぼ20・・4・・6α

、80mの4種として測線方向に5毎宛移動して測完し1

その結果を比抵抗分布図としで第5・・6園（第5図省略）

　　コ．に乱驚・又キーヌ間の9測線に抽て測繍錯蝿極
を配列して二極油こより電極間隔を5，10，20140、mの、

、4種として5血毎に測定し，ぞの結果を第7図比抵抗、，

曲線図く省略）として示レた6更に30・40・591の線に一

『浩い上述の電極聞隔を母て30，40線安はケーナ聞，50

　　　　　　　　　線ではキーヌ間で5m毎に測定

　　　　　　　　　を行》・その結果を第8層比抵△

　　　　　　　　　抗曲線図r（省略）に示した。し

　　　　　　　　　　第2調査区域

　　　　　　　　　　本区域におV・では長さ100導1

　　　　　　　　　の測線を20m間隔に6本畿け）

　　　　　　　　　各測線上に5m毎に測点塗設置、・

　　　　　　　　　それぞれ第3図（省略）に示す如

　　　　　　　　　く1記号，、番号を付した。本区域．
又

｝oo管　・

自然電位分布図（第1調査区域）

ノ 、ぞ

で実施した方法は自然電位法及’

碑ヒ鰍法であつて・．麟暉位

法ドおいては基準点を第1調査
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、

区域測定の際と同点に選んで測

定を行いその結果を第10図自然1σ’

電位分布図（省略）に示した。　　・。

叉．比抵抗法にお“ては各測線に．

沿v・電極を配列し，電極間隔　40

（a）を5，10，一20，40mの4種　㏄

として二極法により5m毎に測
　　　　　　　　　　　　so
定を行い，その結果を第11図

比抵抗分布図（省略）に示kした。　町6・　オ

　〔調査結果〕

第1調査区域

目然電位沫による結果は第4
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　　　璽髄勲一伽．．o」＿≒一呪
第　6　図　　比抵抗分布図（第1調査区域，4極法）

　図に示した如く，最高（＋）90魚V，最低（一）40mV

　その差130mVであるが，蓄の分布は「サ85」点に（一）

　40皿Vの負中心及びr～勤一チ35」に負電位をrナ4G」附

　，近に20mV以下の低電位を示す徴候が見られる。
　、

　　比挺抗法の結果は第5図（省略〉中a＝20mのものに

　つV、て見るとrオ」線より区域西部及びKッ」，線より西

　側の，r75」線南部において1100KΩcm以下の低比抵抗部
、

　あり，更に区域の南西端に近く80KΩcm以下の特に．低

．．比抵杭を示すものがある。叉「コo」，「カ60」，「シ如に

　よ1姻れた附近及びrナ］線より区域東部には，140

　KΩcm以上の比較的高比抵抗部がある。この分布状態は

　電極蘭隔を塘した各種の場合においても，大体類似して

　V・る・第6図四極法による場食につV・ては，その分布は

　；極法の場合に比しで複難であ右が，区域西部及び「チ」

　線より西「70」線以南に：お“て低比抵抗をrテ」線以東

　に高比抵抗を示してV・る点，前回に類似している。その

　他rク80一タ75」附近及び・〔シ55一セ60」には60KlΩcm

　隅下，rシ25一タ25」附近には80KΩcm以下の低比抵抗

　力1見られる。第7隅（省略）においてa置5mの場合に

　ついてはほぼ測線の中央部附近に高比抵抗を5その北側

　及び南1即において低比抵抗を示し，電極間隔を増すに從

　い，比抵抗は高くなる傾向が見られ葛。叉第8図（省略）

　において「30」7r40』線におい七もa－5mの場合rタ」
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　　　　　　第9図
3σ40506070800、10’203040

錯直磁力線図（第ユ調査区域）

「ソ」附近に曲線の降下が認められる。

　以上の結果を総含し地形及び鉱床の状態を併せて考察

するに，　　、

　（1）第4図におけるrサ85」の負中心及び第6圓

「ク80一タ75」，第7図（省略）「キ85」，、「ソ65」，「チ70」附‘

近の低比抵抗は凱知鉱床（次郎鐘）によるものと思われ

る。

　（2）第4國におけるrズ40てテ35」の負電位原び第6

7図「シ25サタ25」，第7図（省略）「サ2誌’「ス25」，「ソ25」，

「チ，、」，第8図（省略）「タ組，「ソ40」附近の低比抵抗

は注目すべき徴候であつて，今後更に探鉱すべき地点で

ある。

・（3）第4図rナ40」附近の低電位は（2）の章電位の1

延長上に連なるが，比蝋抗は比較的高比抵抗塗示してV・91

る。叉第6図「シ55一セ副において低此抵抗帯が存在

する。これらの原因については充分な雄定をなし得ない

が，。今後の探鉱上注意すべき地点と考えられる・

　（4）第7，8図（省略）において一般に電極間隔を増

ずに從い高比抵抗を示すのは，『この附近塗構成する岩石

．力湘当高比抵抗を有し，且つ山灘附近においては表f

が余り厚くなV・ことによるものと思われる。

　（・5）・第5，6図（第5図省略）においてじナ」線以東

に比較的広範囲に高比獲抗を示しているのは，坑内にお

　　　　　　　　　　　　　ける次郎鐘の妖態

　　　　　　　　　　　　　より推i定される断

　　　　　　　　　　　　　暦の准在と関聯あ

　　　　　　　　　　　　　るものと思われる。，

　　　　　　　　　　　　　　（6）第6図に

　　　　　　　　　　　　　おいて「エ80一力70↓

　　　　　　　　　　　　　に80KΩ㎝以下

　　　　　　　　　　　　　の低比抵抗を示す
　5・6・7・8・0‘・2・394・5・6・7・、8。　のは，．この附近に

　　　　　　　　　　　　　璃坑が存在するこ

68」（249）
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曽

とより鉱床によるものめ如く考えられるが，第5図（省略）

の比抵抗分祐からは，との附近即ち区域の西南部一帯は

祠程度の比抵抗を示して居り．・鋒床を犀別し難く費し、う

岩石の相違によると思われる様な分布を示して“る。岩

石の椙違としては三坑内及び二坑口西方に露出ずる蛇紋

岩が考えられるが此資料のみょ瞬ヰ決定し難v・。

　第2調査区域　　　　　　　　　　1・ピ

　目然電位法め結果は第10図（省略）に示した如くで，

最高（＋）87蝿駆（＋〉47mVその差細y一に

過ぎず，且負中心を形成する徴候は見られない。「

　比抵抗法による結果は第11図（省略）に示した如く

で，a罵5mの場合につV・ては「ラΦアゲ110一ラ140」以’

、西に60KΩcm以下の比較的低比抵抗部があり，その周

，囲にはほぼ80KΩcm以上最高130K：Ωcmの高比抵抗

部が分布する。電極間隔を増すに從つて比較的低比抵抗

　　　　ヤ・を示す部は・漸次南へ移る傾向が早られる。以上を考察

　　　　　　　　　　　　　　　づ・するに，自然電位法及び比抵抗法の結果より鉱床を推定

し碍るような徴候は認め難い。叉比抵抗値が一般に第1

調査区域における場合に較べて小であるが，これは此附

近に昔起つたξ傳えられる崩渠に零乃堆積物が厚ぐこの

1附近を覆つてい為ととにも影響されているもΦと考えら

れる。

　2）磁氣探鉱

　含銅硫化鉄鉱を蓬出する鉱床中には磁鉄鉱あるV～は磁

硫鎌鉱を含むことがある。かかう物質の存在による本鉱

，山の鉱床の磁気法による探査の可能性を却る爲，本法に

よる調査を試験的に行つた。この圓的のため第1調査区

．鱒麟鉱鮒近及びそq北側電気探鉱弊よ鵬られ

た示徴地点を含む地域において，rサ」，lrス」，「ソ」，

、Tチ」の四測線上の比較的地形條件の良い地点で5m短

一に錯直磁力を測定した。測定器械はシユミツト型磁力計

を用い，鉱山事務所附近の一定点を測定の基準点とし，・

各測点に牽け為測定値と基準点における測定値との差を

庵つて錯直磁力線図を作成し，第9図に示し液。本図に

おいて曲線ほ「サ70」，「ス65』，「チ副点に極大を示しガ

その値は最零600γに達す疑のカ§ある・丈’r九r刈

繍ζおいてはr15」点附近に御」・値（一〉50、γ，rチ」線

にお》ては「30」’点に極小値（一）80γを示している。

rソ」線におもては測点の関像上極大を示づ点及びその値

叉極小値を確認出來なかつた・ ζり極大ゑ示す点を蓮ね

』ると，ほぼ一直線をなし，第6図と比較すると多少位置

のずれは見られるが，これは既知鉱床によるものと考え

、・られる。既知鉱床北側で電気藻鉱に1より徴候の認められ

た地帯においては余り変化は認あられない。

4乙、結 論

　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　第1調査区域においては家郎鐘に対して自然電位法及
び比抵抗法によりその分布を示す徴偶が得られ，本鉱床

は7坑水準あるV・はその上部において更に西方に探鉱を

進める必要があるものと考えられる。叉同鐘の北方にお・

ヤ・て，とれにほぼ弔行な新鉱依の賦存を示す様な徴候が

微かに得られた。これは坑内における既知鉱床φ状態及・

び地質調李により見出された断暦¢）存在とから考えられ

て》た事情とも一致ナるOで，．この附近は更に探鉱を行

う必要：があるものと、盟1われる。

・第2調査区域におい《は新鉱床を推定し鶴られるよう、

な，又次郎鐘と富前鐘との関係を明らかにするに足る葺

料は得られなかつえ・

．磁気探鉱においては既蜘鉱床についてのみ鉛直磁力の

変化が認められ，その変化は最大609γに蓬した。しか　・

しなが、ら，次郎鐘北方の電気探鉱による徴候地において

は，特別の変化を認め鴛なかつた。その理由についでは・

今後の探鎮にまたねばならな“が，今回の結果から見る

と次郎館に対して縁本法は，有効なものと考えられうの

で，．今回測定を行わなかつた地域に対して更に磁気法に

よる調査を実施し，．その結果と電気探鉱の結果とを総含『

して更に探鉱を進めることが塑まレい。　　　　　　、一

～
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